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株式会社ユニテックス

データ交換用LTOシステム「FASTtape/LTO4、FASTtape/LTO5」を発表 

～マルチプラットフォーム環境でのデータ交換を強力にサポート～ 

株式会社ユニテックス (本社：東京都町田市、代表取締役社長：土田義徳) は、LTO テープをデータ交換用に用いるため

のシステム「FASTtape/LTO4、FASTtape/LTO5 データ交換システム」を発表します。 

 

現在、メインフレームや、UNIXサーバ、Windows PC等が混在した環境でのデータのやり取りには、1/2インチカートリッジ磁

気テープ（以下、CMT）装置が広く利用されておりますが、これに代わるメディアとして（社）電子情報技術産業協会（JEITA）に

てデータ交換用メディアの標準化検討が進められた結果、LTO テープがデータ交換媒体として選定され、そのフォーマットの

標準化も実施されています。 

2010年8月当社では、マルチプラットフォーム環境でのデータ交換を強力にサポートするソフトウェア「TapeTRAN2」のLTO

テープ装置サポート製品「TapeTRAN-LTO」を発表しました。今回発表する「FASTtape/LTO4、FASTtape/LTO5」は、

「TapeTRAN-LTO」と高速・大容量磁気テープの LTO4、LTO5 テープ装置とを組み合わせたデータ交換システムです。 

本システムをご利用いただくことにより、現在コンピュータテープの主流となっている CMT によるデータ交換と、LTO4、

LTO5 によるデータ交換との共存、または移行を容易に行うことができます。またラベル形式やレコードフォーマットが同一で

あれば従来から使用している CMT 用変換パラメータファイルをそのまま使用することも可能です。COMPLOCKII によるデータ

圧縮・暗号化機能、GTTools 開発ツールキットによるユーザアプリケーションとの連携機能も提供しています。 

ユニテックスは、創業以来コンピュータストレージに特化 

 

してきており、特にテープ装置や CD/DVD/Blu-ray 等の 

リムーバルストレージについて深いノーハウを持っていま 

す。マルチプラットフォーム、マルチメディアが当たり前の 

現在のコンピューティング環境でのデータ交換・データ共 

有をサポートする独自のソリューションを数多く提供してい 

FASTtape/LTO4、FASTtape/LTO5 ます。 

 

【お客様にとってのメリット】                                                   

 CMTによるデータ交換と、LTO4、LTO5による 

データ交換との共存、または移行が容易に実現 

ラベル形式やレコードフォーマットが同じであれば、 

同一の変換パラメータファイルの利用が可能 

 

 

 

 

 

【主な特長】 

 コンピュータテープのデファクトスタンダードLTO4、LTO5をデータ交換用メディアとして採用 

CMTに代わるメディアとして（社）電子情報技術産業協会（JEITA）によりデータ交換用メディアの標準化検討が進められた結果、 

LTOテープがデータ交換媒体として選定され、そのフォーマットの標準化も実施されています。 

 Windows、Linux 、UNIXのマルチプラットフォームをサポート 

           WindowsNT/XP/Vista/7、Windows Server 2003/2008、Linux、Solaris、HP-UX、AIX 
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 暗号化機能COMPLOCKIIをサポート 

データ暗号化ソフトウェアによりデータの圧縮・暗号化および、解凍・復号化が可能 

 スタンダードラベルとノンラベルをサポート 

 マルチボリューム、マルチファイルをサポート 

ファイルが複数のボリュームにまたがるマルチボリューム、複数のファイルが収められたマルチファイルに対応 

 各社データ交換規格とJIS-X0601をサポート 

 固定長形式、可変長形式、不定形式、セパレータ形式等、様々なレコード形式をサポート   

 外字登録を含む様々な漢字コードをサポート 

               ユーザ漢字変換の定義を8192種類まで登録が可能 

 開発ツールキットにより、ユーザアプリケーションとの連携が可能（Windows版） 

テープ装置の制御を行う為のライブラリ(DLL)を提供、C、C++、VB などによるアプリケーション開発が可能 

 

【製品概要】 

Windows 版 

製品名 FASTtape/LTO4-Windows FASTtape/LTO5-Windows 

テープ装置 LTO-4（HBA、ｹｰﾌﾞﾙ付） LTO-5（HBA，ｹｰﾌﾞﾙ付） 

サポート OS Windows XP、Windows 7、WindowsServer2003、WindowsServer2008 

暗号化オプション FASTtape/LTO4 COMPLOCKII for Windows  FASTtape/LTO5 COMPLOCKII for Windows 

Linux 版 

製品名 FASTtape/LTO4-Linux FASTtape/LTO5-Linux 

テープ装置 LTO-4（HBA、ｹｰﾌﾞﾙ付） LTO-5（HBA、ｹｰﾌﾞﾙ付） 

サポート OS* Red Hat Enterprise Linux 

暗号化オプション COMPLOCKII for Linux 

UNIX 版 

製品名 
FASTtape/LTO4-

UNIX（Solaris） 

FASTtape/LTO5-

UNIX（Solaris）

FASTtape/LTO4-

UNIX（HP-UX）

FASTtape/LTO5-

UNIX（HP-UX）

FASTtape/LTO4-

UNIX（AIX） 

FASTtape/LTO5-

UNIX（AIX） 

テープ装置 LTO-4(ｹｰﾌﾞﾙ付) LTO-5（ｹｰﾌﾞﾙ付） LTO-4（ｹｰﾌﾞﾙ付） LTO-5（ｹｰﾌﾞﾙ付） LTO-4（ｹｰﾌﾞﾙ付） LTO-5（ｹｰﾌﾞﾙ付）

サポート OS* Solaris HP-UX AIX 

暗号化オプション COMPLOCKII for UNIX 

Version につきましてはお問い合わせください。 

 

【販売価格と目標販売数】 

販売価格 

95 万円より（製品により価格が異なります。詳細は営業までお問い合わせください。） 

目標販売数 

全モデル合計  1000 式 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

（一般）     株式会社 ユニテックス  営業本部 

Tel.（042）710-4630   E-mail．sales@unitex.co.jp 

（報道関係）  株式会社 ユニテックス  マーケティング本部  矢口 誠一 

Tel.（042）710-4630   E-mail．sales@unitex.co.jp 

 

【当社の会社概要】 

 ：  

本社  東京都町田市中町 2-2-4 ユニテックスビル 

代表者 ： 代表取締役社長 土田 義徳 

資本金 ： 2,500 万円 

設立 ： 1990 年 

事業内容 ： 
金融システムソリューションの開発・販売、 

コンピュータ ストレージシステム、及びソフトウェアの開発、販売 

URL ： http://www.unitex.co.jp 

 

mailto:sales@unitex.co.jp
mailto:sales@unitex.co.jp

	データ交換用LTOシステム「FASTtape/LTO4、FASTtape/LTO5」を発表
	～マルチプラットフォーム環境でのデータ交換を強力にサポート～

